
　
改
正
医
療
法
・
医
師
法
（
2

0
1
8
年
7
月
成
立
）
や
医
療

従
事
者
の
需
給
に
関
す
る
検
討

会
・
医
師
需
給
分
科
会
の
第
4

次
中
間
と
り
ま
と
め
（
19
年
3

月
22
日
）
に
基
づ
く
、
医
師
偏

在
是
正
策
が
実
際
の
地
域
医
療

に
影
響
を
与
え
始
め
て
い
る
。

　
京
都
府
に
お
い
て
目
下
焦
点

と
な
っ
て
い
る
の
は
、
国
の
示

す
医
師
偏
在
指
標
に
よ
っ
て
京

都
府
全
体
が
医
師
多
数
三
次
医

療
圏
と
な
り
、
な
お
か
つ
、
丹

後
医
療
圏
が
医
師
少
数
区
域
か

ら
除
外
。
京
都
・
乙
訓
医
療
圏

だ
け
で
な
く
、
南
丹
・
山
城
南

医
療
圏
ま
で
が
医
師
多
数
区
域

と
さ
れ
た
こ
と
。
そ
し
て
、
医

師
需
給
分
科
会
が
示
し
た
「
将

来
の
診
療
科
ご
と
の
必
要
医
師

数
」
に
呼
応
す
る
か
の
よ
う
に

日
本
専
門
医
機
構
が
示
し
た
都

道
府
県
別
・
診
療
科
別
シ
ー
リ

ン
グ
に
お
い
て
、
20
年
度
に

シ
ー
リ
ン
グ
対
象
と
さ
れ
る
13

基
本
領
域
の
う
ち
、
脳
神
経
外

科
を
除
く
す
べ
て
の
科
で
シ
ー

リ
ン
グ
が
か
け
ら
れ
る
と
い
う

事
態（
表
）に
つ
い
て
で
あ
る
。

府
、
国
へ
要
望

　
京
都
府
は
2
0
1
9
年
度
中

に
策
定
す
る
医
師
確
保
計
画
と

新
専
門
医
制
度
シ
ー
リ
ン
グ
に

つ
い
て
協
議
し
た
9
月
6
日
の

京
都
府
医
療
対
策
協
議
会
に
お

い
て
、
西
脇
隆
俊
知
事
と
松
井

道
宣
京
都
府
医
療
対
策
協
議
会

座
長
の
連
名
で
6
月
28
日
、

「
医
師
確
保
計
画
に
係
る
『
医

師
偏
在
指
標
』
お
よ
び
『
新
専

門
医
制
度
シ
ー
リ
ン
グ
』
に
対

す
る
要
望
」
を
厚
生
労
働
大
臣

宛
に
提
出
し
た
こ
と
を
報
告
。

医
師
偏
在
指
標
に
つ
い
て
は

「
指
標
を
基
に
、
医
師
確
保
の

目
標
を
設
定
す
る
こ
と
と
さ
れ

て
い
る
が
、
そ
の
た
め
に
は
、

指
標
の
信
頼
性
・
妥
当
性
が
理

解
さ
れ
、
目
標
が
地
域
で
納
得

さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
」
と
指

摘
。「
都
道
府
県
で
医
師
偏
在

指
標
を
算
定
し
、
検
証
で
き
る

よ
う
、
速
や
か
に
必
要
な
デ
ー

タ
や
計
算
過
程
の
す
べ
て
を
明

ら
か
に
す
る
こ
と
」
等
を
求
め

て
い
る
。

　
新
専
門
医
制
度
シ
ー
リ
ン
グ

に
つ
い
て
は
、「
今
回
の
シ
ー

リ
ン
グ
が
実
施
さ
れ
れ
ば
府
内

の
医
師
不
足
地
域
の
み
な
ら

ず
、
府
内
の
両
大
学
が
担
っ
て

い
る
他
府
県
ヘ
の
医
師
派
遣
も

困
難
と
な
る
の
が
実
情
」
と
訴

え
、
こ
れ
ま
で
の
実
績
や
他
府

県
間
の
協
議
を
重
視
す
る
よ
う

強
く
求
め
て
い
る
。
ま
た
、
7

月
に
は
全
国
知
事
会
や
近
畿
ブ

都
府
知
事
か
ら
厚
生
労
働
相
へ

の
意
見
書
を
あ
げ
る
方
向
が
示

さ
れ
た
。

医
師
偏
在
考
え
る

フ
ォ
ー
ラ
ム
開
催
へ

　
協
会
と
し
て
も
引
き
続
き
、

今
回
の
京
都
府
の
姿
勢
を
評
価

し
、
医
師
偏
在
是
正
を
め
ぐ
る

国
政
策
へ
の
意
見
を
発
信
し
続

け
る
。
10
月
26
日
に
は
、
協
会

主
催
で
「
医
師
偏
在
解
消
」
を

考
え
る
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
す

る
予
定
だ
。
東
北
福
祉
大
学
の

佐
藤
英
仁
准
教
授
に
よ
る
「
医

師
需
給
推
計
と
医
師
偏
在
指
標

か
ら
医
療
提
供
体
制
を
考
え

る
」
と
題
し
た
講
演
を
は
じ

め
、
国
の
医
師
偏
在
是
正
策
の

問
題
点
や
京
都
府
に
お
け
る
医

師
確
保
計
画
・
外
来
医
療
計
画

の
策
定
状
況
を
紹
介
す
る
と
と

も
に
、
特
に
医
師
多
数
区
域
の

地
域
実
態
を
交
流
し
、
今
後
の

取
り
組
み
に
活
か
し
た
い
と
考

え
て
い
る
。
ま
た
、
京
都
選
出

の
国
会
議
員
に
参
加
を
呼
び
か

け
て
お
り
、
医
師
偏
在
問
題
を

ど
う
と
ら
え
る
か
を
発
言
い
た

だ
く
予
定
。
ぜ
ひ
ご
参
加
い
た

だ
き
た
い
。 

（
関
連
2
面
）

主
張
・
損
税
解
消
に
は
非
課
税
還
付
を 

（
2
面
）

近
ブ
ロ
公
害
で
再
エ
ネ
講
演
会 

（
2
面
）

新
連
載
・
死
ん
で
た
ま
る
か 

（
4
面
）

　
消
費
税
の

10
％
へ
の
引

き
上
げ
が
間

近
に
迫
っ
て

い
る
。
一
部
に
軽
減
税
率
が
導

入
さ
れ
る
た
め
、
夏
以
来
、
そ

れ
に
対
応
し
た
レ
ジ
の
導
入
を

促
す
広
告
な
ど
が
よ
く
見
ら
れ

た
。
財
政
状
態
が
悪
く
て
の
増

税
で
あ
る
は
ず
が
、
こ
ん
な
こ

と
に
も
税
金
を
使
い
、
景
気
が

後
退
し
な
い
よ
う
に
と
ポ
イ
ン

ト
還
元
な
ど
に
お
金
を
使
い
、

何
の
た
め
の
増
税
な
の
で
あ
ろ

う
。
そ
れ
に
対
応
す
る
小
売
店

も
大
変
で
あ
る
▼
医
療
保
険

は
、統
制
経
済
下
に
あ
り
、非
課

税
な
の
で
、
窓
口
支
払
い
で
消

費
税
は
課
さ
れ
な
い
た
め
、
仕

入
れ
の
時
に
か
か
っ
た
消
費
税

を
転
嫁
で
き
な
い
。そ
こ
で
、消

費
税
引
き
上
げ
に
伴
う
診
療
報

酬
点
数
の
改
定
が
行
わ
れ
る
。

こ
れ
で
増
税
分
は
補
填
さ
れ
る

は
ず
だ
が
、ど
う
で
あ
ろ
う
。依

然
追
い
つ
い
て
い
な
い
と
こ
ろ

が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
り
、
特
に

大
き
な
病
院
で
は
、
高
価
な
医

療
機
器
を
導
入
す
る
と
、
そ
の

負
担
も
大
き
い
。
ど
う
い
う
計

算
で
出
し
た
の
だ
ろ
う
▼
同
様

に
、
ど
う
い
う
計
算
で
出
し
て

い
る
の
か
よ
く
わ
か
ら
な
い
ま

ま
、
医
師
偏
在
指
標
な
る
も
の

が
公
表
さ
れ
た
。
京
都
・
乙
訓

医
療
圏
が
医
師
多
数
区
域
と
言

わ
れ
た
ら
そ
う
だ
ろ
う
と
い
う

こ
と
に
な
る
が
、
南
丹
や
山
城

南
が
多
数
地
域
と
言
わ
れ
る
と

首
を
傾
げ
、
丹
後
も
医
師
少
数

区
域
で
な
い
と
言
わ
れ
る
と
、

ど
う
な
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
と

な
っ
て
し
ま
う
。
自
分
た
ち
の

持
っ
て
い
る
い
ろ
い
ろ
の
デ
ー

タ
を
、
弄
り
回
し
て
、
自
分
た

ち
に
都
合
の
い
い
結
果
だ
け
示

し
て
押
し
通
そ
う
と
い
う
魂
胆

な
の
で
あ
ろ
う
か
。 （
門
雀
庵
）

　
発
生
率
は
低
い
も
の
だ
が
、

患
者
の
生
命
・
健
康
に
か
か
わ

る
重
大
な
不
具
合
で
あ
り
、
医

事
紛
争
へ
発
展
す
る
恐
れ
も
否

定
で
き
な
い
。

　
会
員
に
お
か
れ
て
は
委
託
し

た
検
査
の
結
果
に
関
し
て
今
回

の
不
具
合
が
関
係
し
て
い
な
い

か
ど
う
か
、
契
約
し
て
い
る
検

査
委
託
会
社
か
ら
報
告
を
受
け

て
い
た
だ
き
た
い
。
仮
に
検
査

結
果
に
影
響
の
恐
れ
が
あ
っ
た

場
合
は
、
患
者
へ
の
説
明
が
必

要
と
な
り
、
場
合
に
よ
っ
て
は

再
検
査
す
る
必
要
も
生
じ
る
と

思
わ
れ
る
。
そ
の
際
の
検
査
代

は
も
ち
ろ
ん
、
診
察
料
、
判
断

料
も
保
険
請
求
に
馴
染
ま
な
い

た
め
、
費
用
請
求
に
つ
い
て
も

検
査
委
託
会
社
に
相
談
し
て
い

た
だ
き
た
い
。

　
協
会
は
京
都
府
内
各
検
査
委

託
会
社
お
よ
び
ロ
シ
ュ
社
に
対

し
、
電
話
に
て
状
況
を
聴
取
し

て
い
る
が
、
問
題
が
全
国
に
及

ぶ
た
め
保
団
連
に
も
情
報
提
供

し
つ
つ
、
引
き
続
き
情
報
収
集

や
対
応
の
検
討
を
進
め
る
。

　
も
し
問
題
が
あ
っ
て
お
困
り

の
場
合
は
、
協
会
に
ご
相
談
い

た
だ
き
た
い
。

イ
カ
ッ
プ
／
チ
ッ
プ
Ｇ
2
」
に

つ
い
て
、
製
造
上
の
不
具
合
が

ロ
シ
ュ
社
か
ら
報
告
さ
れ
た
も

の
。
同
社
に
よ
る
と
こ
れ
を
使

用
し
て
検
査
し
た
「
対
象
ロ
ッ

ト
全
体
の
0
・
05
％
に
お
い

て
、
10
％
超
の
測
定
値
が
低
下

す
る
可
能
性
が
あ
り
、
詳
細
を

調
査
中
」で
あ
る
と
し
て
い
る
。

　
対
象
は「
エ
ク
ル
ー
シ
ス
試

薬
」を
用
い
る
検
査
で
広
範
囲

に
わ
た
る
。
あ
る
会
社
が
会
員

医
療
機
関
に
示
し
た
資
料
に
よ

れ
ば
、
18
年
11
月
か
ら
19
年
6

月
に
委
託
さ
れ
た
抗
甲
状
腺
ペ

ル
オ
キ
シ
ダ
ー
ゼ
、
抗
サ
イ
ロ

グ
ロ
ブ
リ
ン
抗
体
、
心
筋
ト
ロ

ポ
ニ
ン
Ｔ
、CA

72-4

、S
C
C

抗
原
、N
S
E
、
19
年
2
月
か

ら
3
月
に
委
託
さ
れ
た
テ
ス
ト

ス
テ
ロ
ン
、N

T
-proBN

P

、

18
年
10
月
か
ら
19
年
7
月
に
委

託
さ
れ
たPT

H
-IN
T
A
CT

、

25（
O
H
）D
等
が
あ
げ
ら
れ

て
い
る
。
な
お
、「
影
響
を
受

け
た
検
査
結
果
お
よ
び
期
間
の

明
確
な
特
定
は
困
難
で
あ
る
た

め
、
再
測
定
を
希
望
さ
れ
る
場

合
は
、
担
当
者
に
申
し
付
け
て

く
だ
さ
い
」と
の
注
釈
も
書
か

れ
て
い
る
。

　
19
年
9
月
、
各
検
査
委
託
会

社
か
ら
会
員
医
療
機
関
に
対
し

て
、「
エ
ク
ル
ー
シ
ス
試
薬
測
定

用
器
材
の
一
部
成
型
不
良
の
お

知
ら
せ
」
が
送
付
さ
れ
た
。

　
文
書
は
ロ
シ
ュ
・
ダ
イ
ア
グ

ノ
ス
テ
ィ
ッ
ク
社
製
「
エ
ク

ル
ー
シ
ス
試
薬
」
を
用
い
る
際

に
使
用
す
る
自
動
分
析
装
置
用

器
材
「
エ
ク
ル
ー
シ
ス
ア
ッ
セ

12
領
域
で
シ
ー
リ
ン
グ
に
危
惧

将
来
の
診
療
科
ご
と
の
必
要
医
師
数

ロシュ社器材の不具合で
検査値が10％低下した可能性
自動分析装置用器材が成型不良

ロ
ッ
ク
知
事
会
も

提
言
を
出
し
て
い

る
。

　
そ
の
上
で
、
医

療
対
策
協
議
会
で

は
医
師
確
保
計
画

に
つ
い
て
独
自
に

「
地
理
的
条
件

（
面
積
）、
受
療
率

等
地
域
の
実
情
を

反
映
し
た
指
標
を

策
定
」
す
る
方
向

を
示
し
、
府
に
お

け
る
地
域
医
療
状

況
を
踏
ま
え
た
も

の
と
な
る
こ
と
を

目
指
す
模
様
で
あ

る
。
ま
た
、
シ
ー

リ
ン
グ
問
題
に
つ

い
て
は
地
域
医
療

の
観
点
か
ら
、
京

地区医師会との
懇談会 はじまります

2019年度

下京東部
医 師 会

10月9日（水） 午後2時～
ホテル日航プリンセス京都

京都府

2 0 1 9 年 (令和元年) 9 月 2 5 日 第 3 0 5 8 号京 都 保 険 医 新 聞( 1 ) 毎月10日･25日発行

主な内容

◆自動車保険・火災保険

◆針刺し事故等
補償プラン

◆休業補償制度
（所得補償、傷害疾病保険）

◆医師賠償責任保険

０７５－２１２－０３０３

協会サイト：https://healthnet.jp（会員専用ログイン ID：kyohoi  パスワード：soud@nsiyou!）　　アミスサイト：https://amis.kyoto

内

科

小

児

科

皮

膚

科

精

神

科

外

科

整
形
外
科

産
婦
人
科

眼

科

耳
鼻
咽
喉
科

泌
尿
器
科

脳
神
経
外
科

放
射
線
科

麻

酔

科

病
理
診
断
科

臨
床
検
査

救

急

科

形
成
外
科

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科

総
合
診
療
科

合
　
計

北 海 道 ● 1
青 森 県 ● 1
岩 手 県 0
宮 城 県 ● 1
秋 田 県 ● ● 2
山 形 県 0
福 島 県 0
茨 城 県 0
栃 木 県 0
群 馬 県 0
埼 玉 県 0
千 葉 県 0
東 京 都 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 11
神 奈 川 県 0
新 潟 県 0
富 山 県 ● ● ● 3
石 川 県 ● ● ● ● ● ● ● ● 8
福 井 県 ● ● ● ● ● ● 6
山 梨 県 ● ● ● 3
長 野 県 ● 1
岐 阜 県 0
静 岡 県 0
愛 知 県 0
三 重 県 0
滋 賀 県 ● ● ● ● 4
京 都 府 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 12
大 阪 府 ● ● ● ● ● ● ● ● 8
兵 庫 県 ● 1
奈 良 県 ● ● ● ● ● ● 6
和 歌 山 県 ● ● ● ● ● 5
鳥 取 県 ● ● ● ● ● ● ● 7
島 根 県 ● ● ● ● ● 5
岡 山 県 ● ● ● ● ● ● ● ● ● 9
広 島 県 ● 1
山 口 県 ● ● ● ● 4
徳 島 県 ● ● ● ● ● ● ● ● 8
香 川 県 ● ● ● ● ● ● ● ● ● 9
愛 媛 県 ● ● ● ● ● 5
高 知 県 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 10
福 岡 県 ● ● ● ● ● ● ● ● ● 9
佐 賀 県 ● ● ● ● ● ● ● 7
長 崎 県 ● ● ● ● ● ● 6
熊 本 県 ● ● ● ● ● ● ● 7
大 分 県 ● ● ● ● 4
宮 崎 県 ● ● ● 3
鹿 児 島 県 ● ● ● 3
沖 縄 県 ● ● ● ● ● ● 6

表　2020年度専門研修募集定員に係るシーリング（都道府県別） 
（●＝シーリング対象）

出典： 2019年4月16日　一般社団法人日本専門医機構「2020年度専攻医の募集におけるシーリングについて」（通知）



　
和
田
氏
は
、
ま
ず
地
球
温
暖

化
の
問
題
に
ふ
れ
、
産
業
革
命

以
降
の
2
0
0
年
で
気
温
が
1

度
上
昇
し
て
い
る
こ
と
を
解

説
。
地
球
の
歴
史
で
測
る
と
グ

ラ
フ
が
直
角
に
な
る
く
ら
い
の

急
激
な
温
度
上
昇
と
解
説
し

た
。
す
で
に
地
球
上
で
は
多
く

の
異
常
気
象
が
現
れ
て
い
る
。

21
世
紀
中
の
気
温
上
昇
は
こ
の

ま
ま
で
い
く
と
4
・
8
度
と
言

わ
れ
て
い
る
が
、
1
・
5
度
未

満
に
抑
え
な
い
と
地
球
の
生
態

系
、
環
境
に
与
え
る
影
響
は
壊

滅
的
だ
と
述
べ
た
。

　
和
田
氏
は
地
球
温
暖
化
防
止

の
た
め
、
欧
州
で
は
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
先
進
的
に
取
り

入
れ
て
い
る
こ
と
を
説
明
し
、

ド
イ
ツ
や
デ
ン
マ
ー
ク
で
の
実

施
状
況
を
例
示
。
再
エ
ネ
導
入

　
保
団
連
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
の
公
害
環
境
対
策
担
当
者
交
流
会
が
9
月
1
日
、
和
歌
山
市

に
て
開
催
さ
れ
た
。
各
協
会
の
活
動
交
流
を
行
っ
た
後
、「
市
民
・
地
域
主
導
で
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
普
及
を
推
進
し
よ
う
〜
世
界
の
最
新
動
向
を
踏
ま
え
つ
つ
日
本
の
今

後
を
考
え
る
〜
」
と
題
し
た
市
民
公
開
講
演
会
を
開
催
。
講
師
は
、
和
歌
山
大
学
客
員

教
授
で
元
日
本
環
境
学
会
会
長
の
和
田
武
氏
。

市
民
・
地
域
主
導
で
再
エ
ネ
普
及
を

保
団
連
近
ブ
ロ
公
害
で
講
演
会

講
師
の
和
田
氏

　
2
0
1
6
年
7
月
26
日
、
相

模
原
市
の
障
害
者
施
設
「
津
久

井
や
ま
ゆ
り
園
」
で
入
所
者
19

人
が
殺
害
さ
れ
、
27
人
が
重
軽

傷
を
負
っ
た
。
逮
捕
さ
れ
た
被

告
は
「
意
思
疎
通
で
き
な
い
者

を
安
楽
死
さ
せ
る
」
と
の
「
思

想
」
を
抱
き
、
凶
行
に
至
っ
た

と
さ
れ
た
。
日
本
社
会
の
底
流

に
あ
る
優
生
思
想
が
滲
み
出
た

か
の
よ
う
な
事
件
に
多
く
の
人

た
ち
が
震
撼
し
た
。

　
10
月
よ
り
、
消

費
税
が
10
％
に
引

き
上
げ
ら
れ
る
。

政
府
は
、
少
子
高

齢
化
に
よ
る
社
会

保
障
費
の
増
大
に

対
応
し
、
同
時
に
財
政
の
健
全

化
を
す
る
た
め
に
は
消
費
税
の

引
き
上
げ
は
避
け
ら
れ
な
い
と

主
張
し
続
け
て
い
る
。
エ
コ
ノ

ミ
ス
ト
の
中
に
は
、
消
費
税
増

税
で
は
、
デ
フ
レ
脱
却
が
不
可

能
に
な
る
と
警
告
す
る
人
も
い

る
。
実
際
に
「
ア
ベ
ノ
ミ
ク

ス
」
の
最
大
目
的
の
「
デ
フ
レ

か
ら
の
脱
却
」
は
、
大
規
模
な

　
消
費
の
落
ち
込
み
を
防
ご
う

と
、
20
年
6
月
ま
で
の
期
間
限

定
で
中
小
店
で
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ

レ
ス
決
済
に
対
す
る
還
元
策
を

打
ち
出
し
て
い
る
。
こ
の
政
策

ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
シ
ス
テ
ム
を

利
用
す
る
た
め
に
カ
ー
ド
の
取

得
が
条
件
と
な
る
が
、
7
月
1

日
現
在
全
人
口
に
対
す
る
交
付

枚
数
の
比
率
は
13
・
5
％
に
す

金
融
緩
和
政
策
に
よ
っ
て
効
果

が
出
始
め
て
い
た
が
、
2
0
1

4
年
の
消
費
税
増
税
に
よ
る
消

費
低
迷
の
結
果
、
そ
の
後
も
デ

フ
レ
状
態
が
続
い
て
い
る
。

の
先
に
は
、
20
年
10
月
か
ら
の

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
活
用

し
た
ポ
イ
ン
ト
還
元
制
度
を
考

え
て
い
る
よ
う
だ
。
本
人
認
証

や
ポ
イ
ン
ト
管
理
な
ど
マ
イ
ナ

ぎ
ず
、
カ
ー
ド
を
普
及
さ
せ
た

い
と
い
う
思
惑
が
見
え
て
く

る
。
さ
ら
に
は
、
個
人
識
別
健

康
保
険
証
番
号
を
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
の
Ｉ
Ｃ
チ
ッ
プ
に

入
れ
よ
う
と
す
る
施
策
へ
と
繋

が
っ
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
。

こ
れ
ら
の
ポ
イ
ン
ト
還
元
を
国

費
で
賄
え
ば
そ
の
予
算
が
必
要

と
な
り
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
の
普
及
に
も
巨
額
の
経
費
が

必
要
と
な
る
。

　
医
療
機
関
で
は
、
医
薬
品
や

医
療
機
器
を
仕
入
れ
る
際
に
消

費
税
を
支
払
う
が
、
社
会
保
険

等
は
非
課
税
で
あ
る
た
め
、
医

療
機
関
が
負
担
せ
ざ
る
を
得
な

い
。
こ
の
た
め
、
今
回
の
増
税

時
に
も
初
再
診
料
の
診
療
報
酬

改
定
で
対
応
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
る
。
し
か
し
こ
れ
ま
で
の

消
費
税
対
応
は
診
療
報
酬
の
マ

イ
ナ
ス
改
定
や
算
定
項
目
の
廃

止
、
包
括
化
な
ど
の
影
響
で
事

実
上
消
滅
し
て
い
る
と
言
わ
れ

て
い
る
。
ま
た
、
医
療
費
に
上

医
療
の
損
税
解
消
に
は

非
課
税
還
付
が
望
ま
し
い

　
そ
れ
か
ら
3
年
。
実
行
委
員

会
主
催
に
よ
る
講
演
会
が
7
月

26
日
、
ひ
と
・
ま
ち
・
交
流
館

で
開
催
さ
れ
、
約
2
3
0
人
が

参
加
し
た
。
協
会
は
後
援
に
名

を
連
ね
、
宣
伝
協
力
を
行
っ

た
。
実
行
委
員
会
は
、
障
害
の

あ
る
人
た
ち
、
研
究
者
ら
で
構

成
さ
れ
て
お
り
、
事
件
以
来
、

持
続
的
に
講
演
会
を
積
み
重
ね

て
い
る
。 

　
講
演
会
で
は
参
加
者
全
員
に

よ
る
黙
と
う
、
実
行
委
員
長
で

あ
る
鈴
木
勉
氏
（
佛
教
大
学
教

授
）
が
あ
い
さ
つ
。
事
件
の
日

が
近
づ
く
と
ナ
イ
フ
を
突
き
立

て
ら
れ
る
よ
う
な
思
い
に
な
る

と
い
う
障
害
の
あ
る
子
の
親
が

い
る
こ
と
に
ふ
れ
た
上
で
、
イ

ラ
ク
の
シ
ャ
ニ
ダ
ー
ル
洞
窟
で

発
見
さ
れ
た
ネ
ア
ン
デ
ル
タ
ー

ル
人
の
遺
骨
の
中
に
、
障
害
の

あ
る
人
の
も
の
が
発
見
さ
れ

た
。
そ
の
遺
骨
に
は
他
の
遺
骨

と
同
じ
よ
う
に
、
花
が
手
向
け

ら
れ
て
い
た
と
紹
介
。
そ
の
こ

と
は
3
万
年
か
ら
6
万
年
も
の

昔
に
、
共
同
体
の
中
で
障
害
の

あ
る
人
た
ち
が
と
も
に
生
き
て

い
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
と

し
た
。
だ
が
、
そ
の
後
人
類
が

歩
ん
だ
の
は
能
力
を
持
た
な
い

者
を
排
除
し
、
差
別
す
る
社
会

へ
の
道
だ
っ
た
。
そ
れ
を
打
破

せ
ん
と
立
ち
上
が
っ
た
の
が

ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
思

想
で
あ
っ
た
と
指
摘
し
た
。

　
続
い
て
、
元
相
模
原
市
職
員

で
あ
り
、
田
園
調
布
学
園
大
学

教
授
の
隅
河
内
司
氏
が
「『
相

模
原
殺
傷
事
件
』
に
つ
い
て
思

う
こ
と
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
し

た
。
隅
河
内
氏
は
ス
ラ
イ
ド
を

使
っ
て
相
模
原
市
と
市
の
障
害

福
祉
政
策
の
歩
み
、
特
徴
を
紹

介
。
事
件
後
、
施
設
で
は
自
分

の
慣
れ
た
場
所
で
な
く
て
は
生

活
で
き
な
い
入
所
者
が
、
事
件

現
場
で
あ
る
棟
で
1
カ
月
以
上

暮
ら
す
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ

た
こ
と
等
も
明
ら
か
に
し
た
。

そ
し
て
、
ど
ん
な
に
障
害
が

あ
っ
た
と
し
て
も
、
他
の
人
に

影
響
を
与
え
て
人
は
生
き
て
い

る
。
個
人
の
人
権
を
守
り
、誰

も
排
除
し
な
い
社
会
を
つ
く
る

こ
と
は
私
た
ち
の
使
命
だ
と
訴

え
た
。

　
さ
ら
に
、発
言
者
と
し
て
、作

業
療
法
士
、
精
神
科
病
院
ケ
ー

ス
ワ
ー
カ
ー
が
日
常
の
実
践
か

ら
考
え
を
述
べ
た
。
ミ
ュ
ー
ジ

の
計
画
段
階
か
ら
、
そ
の
地
域

の
市
民
の
参
加
が
普
及
に
か
か

せ
な
い
と
し
、
デ
ン
マ
ー
ク
で

は
電
力
の
約
43
％
を
供
給
す
る

風
力
発
電
設
備
の
約
80
％
が
地

域
住
民
の
所
有
で
あ
る
こ
と
。

バ
イ
オ
マ
ス
や
太
陽
熱
・
地
中

熱
な
ど
の
利
用
が
多
い
地
域
暖

房
を
運
営
す
る
企
業
の
す
べ
て

が
地
域
住
民
ま
た
は
自
治
体
の

所
有
・
経
営
で
あ
る
こ
と
を
解

説
し
た
。
ド
イ
ツ
で
も
、
再
エ

ネ
発
電
設
備
の
約
46
％
が
市

民
・
協
同
組
合
・
市
民
出
資
に

よ
る
所
有
・
経
営
の
体
制
を
整

え
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
現
在

日
本
各
地
で
起
き
て
い
る
よ
う

な
反
対
運
動
が
起
き
に
く
く
、

住
民
主
体
で
あ
る
こ
と
か
ら
利

益
が
地
域
に
還
元
さ
れ
や
す
い

体
制
だ
と
し
た
。
ま
た
、
各
国

の
再
エ
ネ
導
入
の
た
め
の
政
策

も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
再
エ
ネ

を
導
入
す
る
こ
と
で
新
た
な
産

業
、
雇
用
も
生
ま
れ
、
地
域
経

済
に
寄
与
し
て
い
る
こ
と
に
言

及
。
実
際
に
過
疎
化
し
て
い
た

村
が
活
性
化
し
た
様
子
を
紹
介

し
、
再
エ
ネ
後
進
国
の
日
本
と

の
違
い
を
明
確
に
示
し
た
。

　
日
本
は
発
電
規
模
ご
と
の
買

取
価
格
制
度
が
な
い
た
め
、
規

模
が
大
き
け
れ
ば
大
き
い
ほ
ど

も
う
か
る
シ
ス
テ
ム
と
な
っ
て

い
る
。
利
益
追
求
で
大
手
企
業

が
ど
ん
ど
ん
参
入
し
て
い
る
と

し
、
発
電
場
所
と
な
る
地
域
の

環
境
破
壊
や
健
康
被
害
な
ど
か

ら
住
民
の
反
対
運
動
に
つ
な

が
っ
て
し
ま
う
と
解
説
。
欧
州

の
よ
う
に
市
民
主
体
で
の
共
同

発
電
シ
ス
テ
ム
で
、
小
規
模
分

散
型
に
し
な
い
と
上
手
く
い
か

な
い
の
は
当
た
り
前
だ
と
断
じ

た
。

　
一
方
で
、
日
本
の
再
エ
ネ
保

護
政
策
が
貧
弱
で
は
あ
る
も
の

の
、
市
民
が
主
体
と
な
っ
た
小

規
模
発
電
所
が
次
々
と
生
ま
れ

て
い
る
こ
と
を
紹
介
。
バ
イ
オ

マ
ス
発
電
や
地
熱
発
電
な
ど
、

潜
在
能
力
の
高
い
日
本
で
再
エ

ネ
に
舵
を
切
る
こ
と
は
、
地
域

活
性
化
に
も
つ
な
が
る
こ
と
だ

と
し
、
原
発
を
中
心
に
す
え
た

政
策
・
政
治
を
変
え
る
た
め
に

市
民
が
意
識
的
に
動
く
こ
と
が

重
要
だ
と
述
べ
た
。

乗
せ
す
る
と
、
逆
に
社
会
保
障

費
が
増
大
し
て
財
政
を
圧
迫
す

る
こ
と
に
な
り
、
患
者
さ
ん
に

対
し
て
消
費
税
を
課
さ
な
い
と

い
う
本
来
の
意
味
か
ら
外
れ
る

こ
と
に
も
な
る
。

　
協
会
は
、
損
税
解
消
に
向
け

た
施
策
は
医
療
の
非
課
税
を
維

持
す
る
非
課
税
還
付
が
望
ま
し

と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
が
社
会
保
障
の
給
付

抑
制
や
民
間
利
用
の
拡
大
、
医

療
情
報
や
保
険
認
証
シ
ス
テ
ム

な
ど
に
つ
な
が
ら
な
い
よ
う
声

を
上
げ
続
け
た
い
。

シ
ャ
ン
の
Ｙ
Ｏ
Ｕ
さ
ん
も
ギ

タ
ー
を
抱
え
て
登
場
。
Ｙ
Ｏ
Ｕ

さ
ん
は
口
唇
口
蓋
裂
の
障
害
が

あ
り
な
が
ら
、
音
楽
の
道
を
進

み
、
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ

タ
ー
と
し
て
活
躍
す
る
若
者
で

あ
る
。
Ｙ
Ｏ
Ｕ
さ
ん
の
歌
う

「
鼻
曲
が
り
と
言
わ
れ
た
少
年

の
歌
」
に
客
席
は
胸
を
打
た
れ

た
。

　
後
半
は
、
映
画
「
夜
明
け

前
」
が
上
映
さ
れ
た
。
映
画
は

1
9
1
0
年
か
ら
1
9
1
6
年

に
か
け
、
監
置
室
3
6
5
、
監

置
さ
れ
た
精
神
病
患
者
3
6
1

人
を
実
態
調
査
し
た
「
精
神
病

者
私
宅
監
置
ノ
実
況
及
ビ
統
計

的
観
察
」（
1
9
1
8
年
、大
正

7
）
を
ま
と
め
た
呉
秀
三
氏
の

歩
み
を
追
っ
た
ド
キ
ュ
メ
ン
タ

リ
ー
。
あ
ら
た
め
て
、
呉
氏
の

あ
ま
り
に
有
名
な
言
葉
、「
我

が
国
十
何
万
の
精
神
病
者
は
実

に
こ
の
病
を
受
け
た
る
の
不
幸

の
外
に
、
こ
の
国
に
生
ま
れ
た

る
の
不
幸
を
重
ぬ
る
も
の
と
い

う
べ
し
」
に
立
ち
戻
り
、
日
本

社
会
、
政
治
、
そ
し
て
医
療
や

福
祉
制
度
の
在
り
方
を
考
え
さ

せ
ら
れ
る
時
間
と
な
っ
た
。

　
最
後
に
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
実

行
委
員
会
の
細
田
一
憲
事
務
局

長
が
あ
い
さ
つ
し
、
今
も
こ
の

国
を
覆
う
「
排
斥
」
の
空
気
に

立
ち
向
か
う
こ
と
を
語
り
、
会

を
締
め
く
く
っ
た
。

「医師偏在解消」 を考えるフォーラム

日　時 10月26日 （土）午後 2 時～ 5 時
場　所 京都府保険医協会・ルームＡ～Ｃ
基調報告  医師偏在是正策をめぐる現段階の情勢について
講　　演   「医師需給推計と医師偏在指標から 

医療提供体制を考える」
 佐藤 英仁 氏（東北福祉大学准教授）
● 京都府における医師確保計画の策定状況
● 「医師多数区域」 の医療事情
● 新専門医制度へのシーリング問題について
報告者　伊藤 和史 氏

（京都大学医学部附属病院総合臨床教育・研修センター特定教授）

● 国会議員として、医師偏在問題をどうとらえるか
京都選出国会議員（厚生労働委員）※調整中

● 自由討論

「規制」 は偏在対策にならない！

2 0 1 9 年 (令和元年) 9 月 2 5 日第 3 0 5 8 号 京 都 保 険 医 新 聞 ( 2 )毎月10日･25日発行

な に が 問 題 か ?
あなたはどうする ?
相模原殺傷事件から３年



消
費
税
引
き
上
げ
に
伴
う
同
意
書
の
取
り
直
し

　
Ｑ
、
消
費
税
率
引
き
上
げ
に

伴
い
、
療
養
の
給
付
と
直
接
関

係
な
い
サ
ー
ビ
ス
お
よ
び
保
険

外
併
用
療
養
費
に
関
し
て
、
徴

収
額
に
変
更
が
あ
る
場
合
は
改

め
て
同
意
書
を
取
り
直
す
必
要

が
あ
る
旨
、
厚
労
省
疑
義
解
釈

で
示
さ
れ
て
い
る
。
同
意
書
を

「
税
別
」
価
格
で
表
示
し
取
っ

て
い
る
場
合
（
同
意
書
の
表
示

金
額
に
変
更
は
な
い
の
で
同
じ

同
意
書
を
取
る
こ
と
に
な
る

が
、
実
質
の
徴
収
金
額
に
は
変

更
が
あ
る
場
合
）
に
つ
い
て

も
、
改
め
て
同
意
書
を
取
る
必

要
が
あ
る
か
。

（
50
歳
代
後
半
女
性
）

〈
事
故
の
概
要
と
経
過
〉

　
当
該
患
者
は
生
牡
蠣
を
摂
取

し
た
翌
日
の
夜
中
よ
り
嘔
気
が

出
現
し
た
。
1
時
間
以
上
経
過

し
て
も
症
状
が
続
く
た
め
、
当

該
医
療
機
関
を
救
急
受
診
し

た
。
当
直
の
外
科
医
師
は
生
牡

蠣
に
よ
る
急
性
胃
腸
炎
を
疑

い
、
制
吐
剤
・
点
滴
治
療
を
開

始
し
た
。
数
十
分
後
、
患
者
に

付
き
添
っ
て
い
た
家
族
か
ら
、

患
者
が
い
び
き
を
か
き
呼
び
か

け
て
も
応
答
が
な
い
と
の
連
絡

を
受
け
た
。
た
だ
ち
に
診
察
し

た
と
こ
ろ
、
い
び
き
様
の
呼
吸

で
意
識
・
対
光
反
射
も
な
く
、

　
そ
の
後
、
強
心
剤
の
静
脈
内

投
与
に
よ
り
、
再
度
心
室
細
動

が
出
現
し
自
発
呼
吸
も
完
全
に

停
止
し
た
。
気
管
内
挿
管
に
よ

る
人
工
呼
吸
下
に
心
臓
マ
ッ

サ
ー
ジ
を
行
い
な
が
ら
、
電
気

的
除
細
動
・
強
心
剤
投
与
を
施

行
し
た
。
一
時
的
に
心
拍
が
再

開
し
た
が
す
ぐ
に
心
室
細
動
へ

と
移
行
が
繰
り
返
さ
れ
、
点
滴

内
に
抗
不
整
脈
剤
を
混
入
し
静

脈
内
持
続
投
与
を
行
っ
た
。
十

数
回
の
電
気
的
除
細
動
と
強
心

剤
投
与
を
繰
り
返
し
、
心
室
細

動
よ
り
回
復
し
、
心
拍
再
開
・

頸
動
脈
の
微
弱
な
拍
動
を
確
認

し
た
。
し
か
し
血
圧
は
測
定
不

能
の
状
態
が
続
き
、
そ
の
後
血

圧
が
1
0
0㎜
Hg
台
ま
で
回
復

し
た
が
、
自
発
呼
吸
お
よ
び
意

識
の
回
復
は
み
ら
れ
ず
、
対
光

反
射
も
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。

そ
の
後
、
血
液
検
査
、
胸
部
レ

ン
ト
ゲ
ン
、
頭
部
Ｃ
Ｔ
、
心
電

図
検
査
を
行
い
病
棟
で
人
工
呼

吸
器
を
装
着
し
た
。
継
続
的
に

頭
部
Ｃ
Ｔ
検
査
を
実
施
し
た

が
、
脳
の
萎
縮
を
認
め
、
脳
波

の
波
形
は
フ
ラ
ッ
ト
の
状
況
で

あ
り
、
時
折
開
眼
は
す
る
が
ほ

ぼ
植
物
状
態
と
な
っ
た
。

　
患
者
側
と
し
て
は
、
次
の
2

点
に
つ
い
て
の
照
会
書
を
当
該

医
療
機
関
に
提
出
し
た
。

　
①
患
者
は
腹
痛
・
下
痢
の
症

状
は
な
く
高
血
圧
で
あ
り
、
脇

が
詰
ま
っ
た
感
覚
と
背
中
の
痛

み
を
訴
え
た
が
見
過
ご
さ
れ

た
。
当
直
医
師
の
診
察
は
適
切

で
あ
っ
た
の
か
。

　
②
点
滴
治
療
中
に
病
状
が
急

変
し
た
と
き
、
付
き
添
い
の
家

族
か
ら
の
訴
え
が
な
け
れ
ば
心

肺
停
止
に
も
気
付
か
な
か
っ
た

医
療
機
関
の
体
制
は
適
切
で

あ
っ
た
の
か
。

　
医
療
機
関
側
と
し
て
は
、
①

に
つ
い
て
心
疾
患
あ
る
い
は
急

性
腸
炎
で
あ
っ
た
の
か
は
分
か

ら
な
い
。
た
と
え
検
査
を
し
て

も
異
常
所
見
が
出
な
い
可
能
性

が
十
分
考
え
ら
れ
、
腸
炎
を
否

定
す
る
所
見
が
な
け
れ
ば
同
様

の
結
果
で
あ
っ
た
。
ま
た
こ
の

よ
う
な
ケ
ー
ス
で
は
、
血
液
検

査
・
心
電
図
は
通
常
行
っ
て
い

な
か
っ
た
が
、
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
の
観
点
か
ら
、
今
後
の

救
急
外
来
に
お
い
て
は
最
低
限

血
圧
脈
拍
測
定
を
行
う
よ
う
改

善
し
た
。
②
に
つ
い
て
患
者
を

放
置
し
て
は
お
ら
ず
、
付
き
添

脈
拍
も
触
知
せ
ず
血
圧
測
定
も

不
能
で
あ
っ
た
。
た
だ
ち
に
心

臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
施
行
し
、
ア

ン
ビ
ュ
ー
バ
ッ
グ
に
て
呼
吸
を

補
助
し
な
が
ら
心
電
図
モ
ニ

タ
ー
を
装
着
し
た
と
こ
ろ
、
心

室
細
動
が
確
認
さ
れ
た
。
前
胸

部
殴
打
を
数
回
繰
り
返
し
た

が
、
心
室
細
動
は
改
善
さ
れ

ず
、
電
気
的
除
細
動
を
施
行
し

た
と
こ
ろ
、
心
停
止
に
移
行
し

た
。

医
師
が
選
ん
だ

医
事
紛
争
事
例
103

心
疾
患
を
疑
え
な
い
患
者
が

心
停
止
し
て
植
物
状
態
に

　
こ
の
夏
の
参
院
選
、
首
相
が
札

幌
で
街
頭
演
説
中
に
「
安
倍
辞
め

ろ
」
な
ど
と
叫
ん
だ
男
性
や
「
増

税
反
対
」
と
叫
ん
だ
女
性
が
、
北

海
道
警
の
警
察
官
に
よ
り
強
制
的

に
現
場
か
ら
移
動
さ
せ
ら
れ
た
。

　
北
海
道
警
は
「
ト
ラ
ブ
ル
や
犯

罪
の
予
防
の
た
め
の
措
置
」
と
説

明
し
、
国
家
公
安
委
員
長
も
「
ト

ラ
ブ
ル
防
止
の
観
点

で
措
置
を
講
じ
た
と

報
告
を
受
け
て
い

る
」
と
述
べ
た
（
道

警
も
こ
の
小
さ
な
出

来
事
が
国
家
公
安
委
員
会
に
報
告

す
る
事
案
と
考
え
た
の
だ
ろ
う

か
）。

　
公
職
選
挙
法
の
選
挙
妨
害
罪
が

適
用
さ
れ
る
の
は
、
最
高
裁
判
決

に
よ
れ
ば
、
聴
衆
が
演
説
を
聴
き

取
れ
な
い
ほ
ど
の
行
為
に
限
ら
れ

る
と
い
う
。
街
頭
で
選
挙
カ
ー
の

ス
ピ
ー
カ
ー
を
使
っ
て
い
た
演
説

が
少
数
の
肉
声
の
ヤ
ジ
で
演
説
が

聞
こ
え
な
く
な
り
、
取
り
締
ま
り

対
象
に
な
る
だ
ろ
う
か
。
ま
た
警

察
官
は
犯
罪
が
ま
さ
に
行
わ
れ
よ

う
と
し
て
い
る
の
を
認
め
た
と
き

に
制
止
で
き
る
と
し
て
も
、
首
相

演
説
の
現
場
に
そ
ん
な
状
況
が

あ
っ
た
だ
ろ
う
か
。
市
民
が
街
頭

で
発
言
し
た
り
ビ
ラ
を
配
る
な
ど

の
表
現
行
為
の
自
由
は
、
憲
法
で

保
障
さ
れ
て
い
る
基
本
的
人
権
の

範
疇
に
属
す
る
も
の
で
あ
る
（
ま

た
警
察
な
ど
の
許
可
も
当
然
に
不

要
で
あ
る
）。
こ
の
小
さ
な
出
来

事
は
、
法
的
根
拠
の
な
い
ま
ま

に
、
表
現
の
自
由
な
ど
憲
法
に
も

係
わ
る
市
民
の
権
利
を
侵
害
し
て

し
ま
っ
た
大
き
な
出
来
事
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。

　
憲
法
は
、
強
大
な
権
力
を
持
つ

国
家
か
ら
、
そ
の
主
権
者
た
る
国

民
の
権
利
や
自
由
を
守
る
た
め
に

国
を
規
制
す
る
国
民
が
定
め
た
最

高
法
規
で
あ
り
、
そ
の
中
で
三
権

分
立
は
権
力
の
集
中
を
防
ぐ
大
切

な
仕
組
み
で
あ
る
の
は
い
う
ま
で

も
な
い
。

　
最
近
現
政
権
は
、

異
論
に
正
面
か
ら
向

き
合
お
う
と
し
な
い

傾
向
が
強
く
な
っ

た
。
ま
た
最
近
忖
度

と
い
う
言
葉
を
よ
く
耳
に
す
る
。

司
法
が
そ
の
政
権
の
意
向
を
忖
度

し
て
振
る
舞
え
ば
、
そ
れ
は
憲
法

の
根
幹
に
係
わ
る
だ
け
で
な
く
、

法
執
行
機
関
と
し
て
信
を
失
い
、

犯
罪
捜
査
な
ど
に
も
支
障
が
出
か

ね
な
い
。

　
大
津
で
首
相
演
説
に
ヤ
ジ
を
飛

ば
し
た
男
性
が
、
滋
賀
県
警
の
警

小
さ
な
出
来
事

『
憲
法
を

 

考
え
る
た
め
に
』を

 

自
費
出
版

ご
希
望
の
方
は
協
会
ま
で

察
官
た
ち
に
取
り
囲
ま
れ
た
。
参

院
選
最
終
日
に
首
相
最
後
の
演
説

を
し
た
東
京
で
は
、
警
察
が
公
道

を
鉄
柵
で
囲
い
、
動
員
さ
れ
た
支

持
者
以
外
を
遠
ざ
け
た
。

　
小
さ
な
出
来
事
が
、
繰
り
返
さ

れ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
そ
し
て
そ
れ
は
い
つ
か
来
た

道
を
予
告
し
て
い
る
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。

 

（
政
策
部
会
・
飯
田 

哲
夫
）

募金の協力
ありがとうございました

（2019年６月～８月順不同・敬称略 ）

ダイジユウニカイヨド
チユウドウキカイ

東日本大震災救援募金

熊本地震救援募金

キムラシンリヨウシヨ
パク タンヒ
ミヤコタクシー（カ
チバミナト

配当金 26%（2018年実績）
※ 数字は年間保険料に
対する割合です。

グループ保険
※ 毎月10日締切で受付。効力発行は 2 カ月後の 1 日から。

● 申し込みは健康状態等の告知のみ。
● 万が一の場合の死亡・所定の高度障がいを保障。
●  保険金は500～6,000万円から選択できます（年齢により加入できる保険金額は異なります）。
●  新規加入は保険年齢70歳まで。継続加入は加入資格を満たす限り保険年齢75歳まで。
●  配偶者は3,000万円まで、お子様（ 3 ～22歳）は400万円まで加入できます。
●  １年ごとに収支計算を行い、剰余金が生じた場合は、配当金を受け取れます。
※保険医共済会への入会（入会金1,000円）が必要です。

4 月 1 日から 掛金が安く なりました。
会員の最高保険金額も4,000万円から6,000万円に。

　
Ａ
、
徴
収
額
に
変
更
が
あ
る

こ
と
に
は
違
い
な
い
の
で
、
同

意
書
に
表
示
さ
れ
る
価
格
は
同

じ
で
あ
っ
て
も
改
め
て
同
意
書

を
取
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
ら

れ
ま
す
。
疑
義
解
釈
に
「
徴
収

額
に
変
更
が
あ
る
場
合
は
」
と

記
載
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
す
。

生命保険

い
の
家
族
が
離
れ
た
と
き
は
看

護
師
が
付
き
添
っ
て
い
た
。
以

上
の
点
か
ら
状
況
を
回
避
で
き

た
可
能
性
は
極
め
て
低
く
、
正

当
な
医
療
行
為
で
あ
っ
た
と
判

断
し
た
。

　
紛
争
発
生
か
ら
解
決
ま
で
約

7
年
3
カ
月
間
要
し
た
。

〈
問
題
点
〉

　
受
診
直
後
の
問
診
表
か
ら
、

患
者
本
人
は
吐
き
気
を
訴
え
て

お
り
、
心
疾
患
を
疑
う
よ
う
な

訴
え
は
な
か
っ
た
。
こ
の
よ
う

な
状
況
か
ら
急
性
胃
腸
炎
を
第

一
に
疑
う
こ
と
は
当
然
で
あ

り
、
受
診
直
後
に
心
電
図
を
装

着
す
る
必
要
は
考
え
ら
れ
な

い
。
点
滴
中
も
患
者
を
1
人
に

し
た
事
実
も
な
い
。
容
体
急
変

後
の
処
置
も
適
切
に
行
わ
れ
、

心
臓
の
動
き
も
回
復
し
て
い
る

点
か
ら
問
題
は
な
い
。
た
だ

し
、
受
診
直
後
に
血
圧
脈
拍
測

定
を
行
っ
て
い
な
か
っ
た
が
、

仮
に
こ
の
時
点
で
最
低
限
脈
拍

を
測
定
し
て
、
何
ら
か
の
異
変

に
気
づ
い
て
対
処
す
れ
ば
、
電

気
的
除
細
動
が
早
く
施
行
で
き

た
可
能
性
は
あ
る
。
そ
れ
に
よ

り
予
後
の
状
態
が
変
わ
っ
た
可

能
性
も
否
め
な
い
。

〈
結
果
〉

　
医
療
機
関
側
が
患
者
側
に
医

学
的
説
明
を
し
、
医
療
過
誤
を

否
定
し
た
と
こ
ろ
、
患
者
側
か

ら
の
ク
レ
ー
ム
が
途
絶
え
て
久

し
く
な
っ
た
た
め
、
立
ち
消
え

解
決
と
み
な
さ
れ
た
。

医療安全を
身につけるために
医療安全研修 DVD PartⅡ

定価 10,000円
京都協会会員 5,000円
他府県協会会員 7,000円
 （税込・送料別）

※ 会員各位には１冊、本紙に同封してお届けしています。
追加申込、お問い合わせは京都府保険医協会まで。

医事紛争事例集

定価 3,000円
京都協会会員 1,000円
他府県協会会員 2,000円
 ※いずれも税込、送料別

医師が選んだ60事例 ～明日は我が身
　京都府保険医協会の医療安全対策60周年を迎え、『医事紛争
事例集―医師が選んだ60事例』を、発刊しました。５年前に
発刊した『医事紛争事例集―医師が選ん
だ55事例』の全面改訂版で掲載事例を
一新しています。ぜひご活用下さい。

9 月25日発行

2 0 1 9 年 (令和元年) 9 月 2 5 日 第 3 0 5 8 号京 都 保 険 医 新 聞( 3 ) 毎月10日･25日発行



　
私
が
脳
幹
部
出
血
を
発
症
し

た
の
は
2
0
1
8
年
7
月
17

日
、
祇
園
祭
の
山
鉾
巡
行
が
行

わ
れ
て
い
る
最
中
だ
っ
た
。
前

々
日
15
日
は
日
曜
日
、
前
日
は

海
の
日
の
祝
日
で
、
チ
ェ
コ
の

プ
ラ
ハ
か
ら
戻
っ
た
ば
か
り
の

息
子
夫
婦
と
一
緒
に
京
都
府
北

部
の
夕
日
ヶ
浦
温
泉
へ
小
旅
行

に
出
か
け
、
上
げ
膳
据
え
膳
の

お
も
て
な
し
と
温
泉
で
ゆ
っ
く

り
羽
を
伸
ば
し
て
き
た
と
こ
ろ

だ
っ
た
。

　
ど
こ
の
医
療
機
関
も
そ
う
だ

と
思
う
が
、
祝
日
明
け
は
忙
し

い
。
事
務
作
業
に
は
追
わ
れ
る

し
、
そ
の
上
こ
の
週
末
は
協
会

の
定
期
総
会
。
準
備
も
し
な
く

て
は
な
ら
な
い
。
前
日
か
ら
一

転
し
て
朝
か
ら
バ
タ
バ
タ
と
動

い
て
い
た
。
ま
た
以
前
よ
り
、

当
院
に
通
院
し
て
い
る
患
者
さ

ん
か
ら
国
民
年
金
が
カ
ッ
ト
さ

れ
た
と
の
相
談
を
受
け
て
、
日

本
年
金
機
構
上
京
年
金
事
務
所

な
ど
と
や
り
と
り
を
し
て
お

り
、
そ
の
日
は
患
者
さ
ん
と
打

ち
合
わ
せ
を
す
る
日
で
も
あ
っ

た
。
楽
し
い
話
で
は
な
く
、
気

が
重
か
っ
た
。

　
そ
ん
な
中
、
家
事
手
伝
い
に

来
て
も
ら
っ
て
い
る
Ｐ
さ
ん

が
、
キ
ッ
チ
ン
の
大
き
い
引
き

出
し
が
開
か
な
い
と
訴
え
て
き

た
。
多
少
イ
ラ
イ
ラ
し
て
い
た

こ
と
も
あ
っ
て
、
あ
あ
し
ろ
、

こ
う
し
ろ
と
言
う
よ
り
自
分
で

や
っ
た
ほ
う
が
早
い
と
、
重
た

い
引
き
出
し
を
目
一
杯
力
を
入

れ
て
引
き
抜
い
た
と
き
、
頭
の

中
に
雷
マ
ー
ク
が
走
っ
た
。
視

点
が
合
わ
な
く
な
っ
て
気
持
ち

悪
く
な
り
、
吐
き
気
を
催
し
て

そ
の
場
で
吐
い
て
し
ま
っ
た
。

尾
籠
な
話
で
申
し
訳
な
い
が
、

吐
し
ゃ
物
を
見
る
と
朝
食
べ
た

人
参
な
ど
が
そ
の
ま
ま
で
、

「
あ
れ
、
お
か
し
い
な
。
消
化

し
て
い
な
い
」
と
思
っ
た
こ
と

を
覚
え
て
い
る
。
と
に
か
く
午

前
の
診
療
中
だ
っ
た
夫
を
呼
ん

で
も
ら
い
、
誤
嚥
し
て
は
い
け

な
い
と
そ
れ
ば
か
り
を
気
に
し

て
い
た
。
す
ぐ
に
到
着
し
た
救

急
車
に
乗
せ
ら
れ
、
バ
タ
ン
と

ド
ア
が
閉
め
ら
れ
た
あ
た
り
で

意
識
を
失
っ
た
。

家
人
の
視
点 

　
7
月
17
日
、
祇
園
祭
の
巡
行

の
最
中
、
朝
10
時
20
分
ご
ろ
、

い
つ
も
の
よ
う
に
診
察
室
に
い

る
と
、
突
然
電
話
連
絡
が
入
っ

た
。「
さ
ち
子
先
生
が
変
で

す
！
」。
台
所
に
い
た
お
手
伝

い
さ
ん
か
ら
の
電
話
だ
っ
た
。

　
す
ぐ
に
台
所
に
行
く
と
、
お

手
伝
い
さ
ん
の
腕
を
シ
ッ
カ
リ

掴
み
意
識
が
消
え
ゆ
く
中
で
力

を
込
め
て
立
っ
て
い
た
。
こ
の

間
、
数
分
で
意
識
が
消
え
ゆ

き
、
嘔
吐
が
は
じ
ま
り
、
そ
し

て
左
項
部
に
か
け
て
軽
い
頭
痛

を
訴
え
、
す
ぐ
に
意
識
が
完
全

に
消
え
て
し
ま
っ
た
。
こ
の

間
、
嘔
吐
が
激
し
く
、
誤
嚥
し

な
い
よ
う
に
吐
物
を
吐
か
せ
る

と
と
も
に
、
救
急
搬
送
を
行
っ

た
。
こ
の
、
吐
し
ゃ
物
が
肺
に

入
ら
な
い
よ
う
に
細
心
の
注
意

を
は
か
る
こ
と
が
、
の
ち
の
救

命
に
は
大
変
重
要
な
こ
と
で

あ
っ
た
。
う
か
つ
に
仰
臥
位
を

と
ら
せ
て
吐
し
ゃ
物
を
誤
嚥
さ

せ
れ
ば
、
そ
れ
で
す
べ
て
の
状

況
は
最
悪
と
な
る
。
発
症
か
ら

の
刻
々
と
変
化
す
る
病
態
に
応

じ
て
対
処
す
る
こ
と
が
、
救
命

救
急
に
は
と
て
も
大
切
な
こ
と

で
あ
る
。

　
幸
い
、
長
男
（
循
環
器
内
科

医
）が
病
院
勤
務
で
、す
ぐ
に
救

急
処
置
に
あ
た
っ
て
く
れ
た
。

約
2
日
半
のD

eep C
om
a

祇

園

祭

の

日

　
本
号
よ
り
垣
田
さ
ち
子
氏
の
闘
病
記
と
な
る
新
連
載
を
開
始
し
ま
す
。
現
在
連
載

中
の
「
診
察
室
よ
も
や
ま
話
」（
飯
田
泰
啓
氏
）
の
連
載
と
交
互
の
掲
載
と
な
り
ま

す
の
で
、
ご
了
承
下
さ
い
。

の
後
、
意
識
が
戻
っ
て
く
る

と
、
高
次
脳
機
能
は
何
と
か
保

た
れ
て
い
た
も
の
の
、
視
覚
障

害
、
聴
覚
障
害
、
構
音
障
害
、

左
を
中
心
に
上
下
肢
運
動
麻

痺
、
不
随
意
運
動
な
ど
な
ど
、

大
変
な
状
況
が
現
れ
て
い
た
。

　
（
聞
き
取
り　

 

事
務
局
・
二
橋 

芙
紗
子
）

所得減少リスクをカバーする保険
として最適です。

万が一、事故やケガ、病気で「就労不能」状態
になったとき入院中だけでなく自宅療養でも

一番必要なのは休業中の収入補償 !

休業補償制度 医院の
維持・継続に
最適 !

加入
資格

加入
口数

保 険 医 年 金

1.259％予定利率
（最低保証利率）

他の資金運用商品に比べても
高水準を維持 !

大樹生命（幹事）・明治安田生命・富国生命・日本生命・太陽生命・第一生命引受保険会社

10月20日まで ※2020年 1 月 1 日付加入

（新規加入の場合40口可能）

月 払　1口 1 万円　30口限度 （月30万円）
一時払　1口50万円　毎回20口 （1,000万円）

満74歳までの協会会員
※月払増口・一時払申込みは満79歳まで

申込受付

ＤＣゴールドカードのご案内

年会費
永久無料

京都クレジットサービス㈱と提携している
ゴールドカードは、京都府保険医協会の会
員は個人・家族・法人カードとも年会費は
永久無料です。有利な特典も備えておりま
す。ぜひお申込みをご検討下さい。
※詳細は本紙に同封している案内チラシをご参照下さい。

（2019年 9 月 1 日現在）　
※18年度実績：1.444％

　新規開業資金融資の下限金利を0.3％まで引き下げ、協会の斡旋手数料
無料にて、ご開業を全面的にバックアップします!!　新規開業をご予定の
先生は、この機会にぜひお申込み下さい。

金利・手数料優遇
キャンペーン実施中!

利 率  0.30％

保険医協会は設備・運転資金をはじめ、子弟教育資金、自由ローン
（使途自由・1,000万円まで無担保）、住宅ローンなど低利な融資を取
り扱っていますので、お気軽にお問い合わせ下さい。

融資のことも
保険医協会に
ご相談を !

新規開業
資金融資

2019年11月委員会決定分まで
※ 12月1日付で利率を見直します。

斡旋手数料 無 料 2019年6月～2020年5月委員会決定分まで

（所得補償保険）

案
内
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を

本
紙
に
同
封
し
ま
し
た
。

ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
加
入

を
ご
検
討
下
さ
い
。

９月のレセプト受取・締切
基
金
国
保

８日
（火）

９日
（水）

10日
（木） 労

災

10日
（木）

― ○ ◎（※） ◎（※）

○は受付窓口設置日、◎は締切日
受付時間：基金・国保・労災　９時～17時
業務時間：基金９時～17時30分  国保８時30分～17時15分
　　　　   労災８時30分～17時15分
（※）オンライン請求　５～７日 ８時～21時
　　　　　　　　　　 ８～10日 ８時～24時

（所得補償保険）

筆者プロフィール
1948年、京都府生まれ。
垣田医院通所リハビリ
テーション所長、内科医。
前京都府保険医協会理事
長。

た
だ
い
ま
、リ
ハ
ビ
リ
奮
戦
中

新連載

垣田 さち子
（西陣）

1
…

所得補償保険があれば
毎月
給付

毎月
給付

毎月
給付

仕事復帰事故で入院！

健
康
時
の
所
得

２
カ
月
間
診
療
報
酬

窓
口

２
カ
月
後
診
療
報
酬
も

健
康
時
の
所
得
に
回
復

傷病手当金
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